
稼詰鯨肉内に放けるF抗原の有無に就いて  
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On Content o王Forssman′＄Antigenin the Canned whale Meat．  

ChujiOkaya，Yoshitomo Twamoto and Akiko Miyata．  

We ① reportedinthe previous report that horse meat admiⅩedwithbeef could be  

distincttYdetected by proving the presenceofForssman’s antigen．  

Itissaidthatwhale meat maybe canned for beef，because whale meatis smrcely told  

from beforganoleptically after theyare cooked aI】d seasonedwithsoy arld sugar together．   

h this case，We Observed that whether rwhale meat could be det：eCtedin canned beef  

When admixedinit，aSin the case of h†）rSe meat．   

We prepared cannedwhale meat seasoned withsoyandsugarfrommarketed raw whale  

meat，aIld tested out whetherit cor舶ins Forssmanls orlipoidphile heterophile antgieninthe  

carmed goodby means of Morita′s method，prOVingthe cannedwhale meatcontained above  

mentioned antigeI】． So we were convinced that whaleis one of the gunia－Pig type  

animalsinthe distribution of Forssman’s antigen，aS horseis．   

Accordingly，beipg admiⅩed withbeef at cannlngimitationally，Whalerneatisdistinguished  

from beefserologicallybythe methodthatwe tested・  

1．序  

著者等①ほ先に躍詰年腐肉鑑別試験に於いて、曜語牛肉中に往々混合せられる馬肉を検出する為  

紅、其確詰肉内のF功原（For鶉rnanlsor upoidphileheterophile antigen）の存否を血清学的に  

判定して、F抗原の確認されたものほ馬肉の混合されたものであり、これの存在を確認されなかっ  

た8霧詰内には馬肉が混合されなかったものであることを確めた。   

然し最近南氷洋及北太平洋に於ける捕鯨事業の隆昌と共に内地に搬入せられる畳も著増し、鯨肉  

揺詰も盛に製造せられる様になった。而してこの鯨肉結語は、冷蔵、冷凍事業の普及発達に従い、  

原料肉の鮮度が非常に高度に維持されるようになって、其外観、食味（其脱臭操作が極めて巧妙に  

行ほれるようになった為に）共に勝れ、依託に製造された鯨肉ほ牛肉と素人目にほ殆ど判別つかな  

い様になった。従って馬肉と同様濫牛肉症在話内にi昆合される危険性が強くなったので罷詰鯨肉中に  

F抗原の有無を検し、鯨がモルモ ット塑（F抗原を有する動物）の動物があるか、又は家兎型（F  

ヨ荒原を有せざる動物）であるかを、血清学的に判定して、経詰牛肉内に混合せられた鯨肉検出の可  
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離陸があるかないかを試験した。   

試料は市販の鯨肉を購入し、大和煮結語忙製造したものである。  

2．方法及結果  

其方漁ほ①に詳細に記録する軒があるから此処濫ほ省略する。其の結果ほ次表の通りである。  

試 験 管 番 号   1   2   3   4   5   6   

血清．肉沈  
M  H  D   8   4   2   1   0．50  0．25   

鯨  肉（1）  4：1   

鯨  肉（2）  

F 

i4：1  
対照（吸収せず）   欄ト   ≠   ≠t廿  ＋   】  

l   

対 照 牛 肉   ≠   -Yrt ≠‡サ  ±   

対 照 馬 肉  旧  

3．要  約  

上表に示す如く鯨肉は馬肉と同様にF抗原を有するモルモット塑の動物の肉に属することが明か  

になった。従って鯨肉を縫詰牛肉中に混合するときほ馬肉と同様に血清学的に判別し得る事が確実  

になった。   

本試験実矧こ当り大阪府衛生研究所獣医部長青木龍身氏は、使用したモルモツ†血清、細筆血球  

の全部を供与せられ御援助下された。叉免疫豪兎の授血ほ大阪純系試験動物研究所の手を頗した。  

以上を列記して深甚なる感謝の意を表する次第である。   
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